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新型コロナウイルス感染症がもたらした社会変動

ソーシャルワーカーのコロナ禍での
実践から未来を見据えて

テーマ

　2019年12月初旬、中国の武漢市で新型コロナウイルス感染症（COVID-19　以下、コロナ）の第１例目の感染者が
報告されてから、わずか数カ月ほどの間にパンデミックと言われる世界的な流行となり、2020年1月15日に我国最初
の感染者が確認されて以降、全国的に感染が拡大、緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置の発出、デルタ株、オミク
ロン株への変異など先の見えない不安の中で感染者が急増、その後、ワクチン接種率の向上で鎮静化しつつあったもの
の、社会経済活動が活発化する中、現在もなお不透明な状況が続いている。

1

コロナによって変化した社会福祉対象者の生活

　昨今、公助・共助の機能低下から、地域共生社会など、自助・互助の取り組みが社会福祉政策の中心として取り組ま
れ、地域の相談機能強化、集いの場の形成などの取り組みが行われてきた。しかしコロナによって、感染防止のための
外出自粛や人流抑制により、社会福祉対象者は自宅で過ごす時間が長くなり、地域での交流も減少、心身機能低下や
精神面の不調・悪化、フレイルや要介護状態を引き起こす恐れが懸念されることとなった。

2

コロナによって変化したソーシャルワーカーの実践

　外出自粛や目に見えないコロナへの不安などにより、自宅生活を余儀なくされた社会福祉対象者への支援に対し、対
面での面接やアウトリーチでの支援もコロナの恐怖から、その対象者となる高齢者や障害者が訪問を拒んだり、また所
属先の指示により、ソーシャルワーカー自身が自宅でリモートワークやオンライン会議などをせざるを得ない状況に置
かれ、また、地域交流や埋もれた地域問題の発見、相談機能を持つサロンや認知症カフェなどは開催できず、結果、社
会福祉施設や地域交流拠点などでのソーシャルワーカーの支援の停滞・停止は、社会福祉対象者の支援や発見に大き
な困難を生じさせた。

3

コロナによって新たに生み出されたソーシャルワーカーの実践

　ソーシャルワーカーの中には、自らが感染者になるリスクがある中、社会福祉対象者への支援、職員の健康・衛生管
理、感染予防教育などを実施し、業務や精神面での負担は増強されながらも実践した者も数多くいた。また、コロナが
ソーシャルワーカーの実践にマイナス要素のみではなく、新たにオンラインでの実践や会議、研修が広域で開催され、
新しいネットワーク構築にもつながったり、新たな事業を生み出した事業所も存在し、プラスの要素も生み出した。下図
は、「コロナで『困難』になった実践」、「コロナで『新たに』行う実践」、「変わらない実践」、「コロナで『今後求めら
れる』実践」を日本ソーシャルワーカー協会が実施した調査から整理したものである。
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シンポジウムでの発題

　私はシンポジウムで、特定非営利活動法人日本ソーシャルワーカー協会が実施した（2）及び（3）の2つの調査か
ら、「コロナによって変化したソーシャルワーカーの実践」と、「コロナによって新たに生み出されたソーシャルワーカー
の実践」を概観、報告し、ウィズコロナ、さらにはその先を見据えたポストコロナ。また世界的には10年周期で新たなコ
ロナが社会を蔓延しており、日本にも今後、新たなコロナが発生する可能性もあることから、将来を見据えたソーシャル
ワーカーの実践について、一緒に考えていければと思っております。
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「新型コロナウイルス（COVID－19）感染拡大におけるソーシャルワーク実践の図式化」

コロナで『新たな』に行う実践

クライエント

コロナで『困難』になった実践

・新たな技法　・オンライン　・ストレスサポート　・支援・調整　・新規事業・連携　・働き方　・感染予防対策　・その他

・面接
・クライアントの理解
・サービス提供
・教育
・情報提供
・チームアプローチ

コロナで『今後求められる』実践
・新たな技法
・オンライン
・サービス提供
　臨機応変・変わらない実践
・働き方（テレワーク）
・チームアプローチ
・感染予防対策
・教育的側面コロナが『実践』に影響

ソーシャルワーカー

【変わらない実践】
グローバル定義・倫理綱領

コロナが『生活』に影響
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